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2 Dp-9　　　　 松平頼恭・頼真茶会記『穆公御茶事記』にみる江戸中期の大名茶の会席

○秋山　照子　　壷井　花代（香川明善短大）

【目的】茶の湯と共に発達した会席は、利休などの草創期を経て近世に至り、茶家を中心と

する詫び茶、武家社会における大名茶など多様な展開をみせる。中でも、身分制度の固定化

が進む近世では大名および諸藩の茶の湯、いわゆる武家茶道の台頭が著しい。これら大名茶
の会席研究の一環として讃岐高松藩主の茶会記の会席の分析を行い、既幸f-?は料理、食品、

菓子について報告した。本報では同資料により、江戸中期の大名茶の会席の献立構成を明ら

かにし、あわせて近世の大名茶の中での位置づけをみる目的で研究を実施した。

【方法】高松藩第五代藩主松平頼恭・同六代頼真の茶会記『穆公御茶事記巻上・下』（明和

3年･  1766～安永8年・1779）（香川県歴史民俗資料館所蔵）を資料として江戸中期・高松藩

主の会席の献立構成を明らかにする。またこれの大名茶の中での位置づけをみるために、井
伊直弼その他、近世大名の茶会記を資料とした。

【結果】『穆公御茶事記巻上・下』計63回の茶会中、会席の献立構成は、一汁三菜・吸物一

品、肴二品が25回・39, 7% と最も多く、次いで一汁二菜・吸物一品、肴二品の17回･  27, 0%

である。汁と菜のみでは、一汁三菜35回･  55, 6％、一汁二菜24回･ 38, 1% が93, 7％を占め、

その他は一汁四菜3回、一汁一菜1回とわずかである。また、一汁三菜の構成は頼恭時代、一

汁二菜は頼真時代と藩主により構成が異なる。これらの会席の構成は、江戸初期の構成・様

式共に本膳料理の影響の色濃い時代から移行期を経て、江戸後期の整斉期に至る大名茶全体

の流れの中では、移行期から整斉期の間に位置づけられる構成であり、大名茶の時代の変遷

と一致している。　　＊第29回日本家政学会中国・四国支部総会において発表（1982年）

2 Dp-10 『日葡辞書』に採録された食に関する語彙について

第４報 嗜好品に関する語彙について

松本f好( 女子栄養大)

目的 東北 だ 湖守野文庫に架蔵される『南蛮料理書』を理解するためには、多面的な検

討力泌 要であると考え、これまではルイス・フロイス『日本史』、アレシヤンドウロ・ヅ
アリニャノ『日本巡察記』などを資料として、成立の推定を行ってきた。次いで調理方法

の記述を検討するにあたっては、まず語彙の整理力泌 要ヽであるところから、『日葡辞書』

を資料として、収録される食に関する語彙を採集して検討することとした。

方法 資料の『日葡辞書』は、イエズス会宣教師が日本において聴罪、説教を行うにあ

たって必要とされる日本語習得のために長崎のコレジオにおいて編纂され、1603年に刊行

された辞書である。中世から近世にかけての日常の話し言廷を嘔 已ヽに、広汎な分野に亘る

語力鴉 録されている点、当時の辞書類が漢字を中心とした字書、歌の用語を収めた辞書の

他には存 在しなかった中にあって、生活用語を研究するうえで極めて有用な資料である。

岩波書店発行の和訳『日葡辞書』を底本として、それに収録される食に関する語について

全てを採取し、分類して、今回は嗜好品の菓子、酒、茶に関する語について検討した。

結果 菓子に関する語彙は、材料別に分けると米を材料とする餅類25、団子4 、煎餅な

ど2 、小麦粉は饅頭、麹暁など了 、黍や豆3 、昆布3 で、餅類力侈 い。酒については日本

酒、焼酎、葡萄酒があり、日本酒には菊、桑、杓杞を加え るものがあった。また酒の勧め

方や飲み方に関する語力侈 い。茶については粉に礦いた抹茶の色、新旧、上等下等などの

ほか、製茶、保存などに関する語がある。また布教の手段の一つとして南蛮寺にも茶室を

設けるなど茶道への関 已ヽが強かったことから、茶道具などの語も採取されている。
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